
平成 29年 7月九州北部豪雨の斜面崩壊にかかわる降雨解析 

 

東北大学大学院  学生会員 ○市場 昭裕 

東北大学大学院  正会員  小森 大輔 

東北大学大学院  学生会員 Thapthai Chaithong 

 東北大学大学院  学生会員 横山 光 

 

１． 研究背景  

 斜面災害により土石流や流木が発生した場合，流域

に大きな被害が生じるため，その発生の再現・予測は大

きな課題である．斜面災害のうちがけ崩れを起因とす

る災害が多数を占めており(1，その中でも表層崩壊が多

数を占める．表層崩壊の要因としては表土層内の地下

水位の上昇による粘着力の低下があげられる(2．地下水

位の算出に必要な土壌への水分の浸潤は土壌への水分

供給量に対し Green-Ampt式を使って計算可能だが (3が，

地表面の水分供給量を算出するためには降雨の再現が

不可欠である．24 時間総降雨量を用いて地下水位の計

算を行う場合，降雨強度を考慮できないので，実効雨量

を用いた斜面崩壊予測(4(5では 1 時間ごとの降雨を用い

ている．地下水位は 降雨パターンにより同じ総雨量で

も異なった値を示すことが示唆されており(6，正確なデ

ータが得られれば 1 時間ごとの降水に基づいた計算が

望ましい．降雨データに関して 2009 年以降に関しては

X バンド MP レーダーによる高精度かつ高密度の面的

降雨観測データがあるが，2009年以前のデータはない．

そのため，過去の降雨については雨量データを用いた

内挿が降雨の再現手段として考えられる．本研究では

雨量計によるデータと内挿による降雨イベントの再現

性の評価を行うことで，X バンド MP レーダーの雨量

データと雨量計データに内挿処理をした場合を比較し

て降雨再現の正確性の評価を目的とする． 

２． 研究対象と手法  

平成 29年 7月九州北部豪雨で多数の斜面崩壊の発生

した福岡県朝倉市，東峰村を本研究の対象とする.気象

庁 AMeDAS 雨量計(以下気象庁)6 地点(添田、日田，朝

倉，英彦山，耳納山，太宰府)，国土交通省水文水質デ

ータベース(以下国土交通省)9地点(鶴河内，英彦山，角

枝，三隈，内野，小原井，田篭，妹川)および福岡県で

設置している雨量計 9 地点(束川、藤波ダム，秋月，北

小路公民館，白石山，松末小学校，大藪，三並小学校)

の計 24地点の平成 29年 7月 5日 18時における雨量の

データ，0-18時における合計降雨量のデータを，ArcGIS

の分析ツールを用いてクリギングを行い内挿を行った

うえで雨量レーダーによる結果と比較する． 

1 時間単位では地点ごとの降雨のバラツキが大きい

ため，内挿による再現とレーダーを用いた再現雨量と

の誤差が大きくなるが，長時間の合計雨量では誤差が

小さくなるものとが予想される．今回の研究では，短時

間降水と合計雨量の内挿を比較し，この「予想」が妥当

であるかの検証を行いたい． 

 

図- 1 朝倉市・東峰村(斜線部)と雨量計の位置関係(□:気

象庁,☆:国土交通省,〇:福岡県 設置) 

３． 短時間降雨イベント再現性の評価 

 

図- 2 気象庁 6地点，国土交通省 8 地点の Kriging 

[最大雨量:51.1mm/h] 

7 月 5 日 17-18 時の，気象庁 6地点と国土交通省 9地

点の Kriging による雨量の再現結果を図-2 に示す．(気

象庁 6 地点，国土交通省 9 地点，福岡県 9 地点の結果

は紙面の都合上省略,計算上の最大雨量は 129.2mm/h で

あった．) また，図-3はレーダを使用した雨量の観測値

を示す．この時間の最大雨量強度の実測値は松末小学
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校の 137mm/h である．短時間 (1 時間) の降雨の再現に

おいては使用する地点数の差により最大雨量に 2 倍以

上の開きがあり，一般に得られる国土交通省水文水質

データベースと気象庁AMeDASを用いた降雨量再現で

は実イベントと誤差が生じることが分かった． 

 

図- 3 7/5 18時のレーダーによる雨量解析(気象庁)(7 

４． 1 日単位の降雨量イベントの再現  

 

図- 4 気象庁 6地点，国土交通省 8 地点の Kriging 

[最大雨量:375.2mm] 

図- 5 気象庁 6 地点，国土交通省 9 地点，福岡県 9 地

点の Kriging[計算上最大雨量:552.3mm] 

7 月 5 日の 0-18 時の同地域の合計雨量を対象として

Kriging を行った場合の合計雨量の内挿による雨量再現  

結果は以下の図-4,5のようになる．また，図-6 は参考の

積算雨量である．この期間の合計雨量の最大実測値は

北小路公民館の 555mm であった．この再現結果より，

降雨量の誤差でいえば 1.5倍程度と，期間を長くした場

合降雨量の誤差は小さくなることが確認された． 

 

図- 6 7/5 4-21時の積算雨量(京都大学)8) 

５． 結論 

 平成 29年 7 月豪雨を対象とした本研究より，期間を

長くした場合降雨量の誤差は倍率としてはより小さく

なることが確認できた．しかしながら，現状では 24時

間の合計雨量を用いるか時間雨量を用いるかにより，

土壌の水分浸透計算と雨量の内挿計算の正確性がトレ

ードオフの関係になっており，今後は土壌の水分浸透

量計算と降雨再現計算の正確性の両立が課題である． 
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